
辮趨
論

.

叢

利
潤

の
纒
濟
的
道
徳
的
性

質
二

)
・

管
楽

の
租
税
給
付
能

力

.

進
歩

か
逞
歩

か
こ

)

・

農
業
労

働
問

題
二

)

■

中
世
都

市

の
獲

蓮
(二
)

・

.

時

協
調

直
接
税
制

度

の
整

理
に
就

て

・

説

..

苑

我

國
農

産

物

生
産

調

査

に
就

て
(二
)
・

…雑

盤
跡

米

国

一
家

五

口
最

少

生

活
費

調

[
.・。p
冒、ω
∩一。一。
以
前

の
會

計
更

概

要

・

家

畜
保

険

に
就

い
て

・

ボ

ル

シ

ェ
ヴ

ィ
ズ

ム
分

解

の
傾

向

.

.

法
學
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

渋
學
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

農
畢
博
士
.

法
學
博
士

法

學

士

纏
濟
學
士

法
學
博
士

三 .河 財 紳 田

浦 田 部 戸 島

周 嗣.静 正 錦

行 郎 治 雄 治

小

川

郷

大
廟

高

岡

熊

雄

山

本
美

越

乃

大

森

研

造

野

口

正
、造

河

田

嗣

郎

"



「

ρ

.

、」

ノ

.

い

家
畜
保
険
に
就
い
て

笹

野̀

・口

、
正

造

・

　

家
畜
保
険
の
必
要

畜
産
事
業
は
我
國
諸
産
業

の
中

に
て
最
も
不
振
な
る

産
業
の

}
に
し
て
且

つ
そ
の
獲
達
し
甚
だ
遅
々
た
り
・

今
之
を
統
管
に
徴
し
て
我
国
畜
産
界

の
現
歌
を
窺
ふ
に

左

の
如

し
。

.

楯
別
訴
箋

警

護

罫

毒

許
年
)

.
牛

【
、
茜

二
、
究

〇

一
、
三
〇
四
、
百…　=

[
・
き

誓

三

〇

.

馬

、

一
、
』
三

、
§

一
、
書

、
=
豊

「
・
雲

。
・
六
ミ
へ

"



獅
一
一乳　

擁
鰍

擁

乳

高

圃

各

調
査
年
次

.

日

本

(基

き

.

英

図

(茎

四)

漉

國

(菱

)

蜀

國

(
萎

　)

北
米
合
衆
国

(
充
竃
)

露

国

(
「九
言
「)

躯

録

「

「
.厭
潔

ゐ壌

毒

護

£

,.
.
.
・
.、・
.
.
.
.
.

、・ミ

発
薬
.
.

噂ぎ

考

一

山

羊

莞

、
ミ
　

「晃

、究

　

九
喜

七

噛

蓄

電
、　
苫

　
・
「九
　

四
・憂

～

即

ち

就

れ

も

獲

達

の

跡

を

認

め

得

ざ

る

の

み

な

ら

す

　　
馬

匹

の

如

き

は

却

っ

で
.
逓

減

の

趨

勢

を

示

せ

り

。

更

に

薫

轄

縫

蕪

糟

搾
乳
及
屠
玄.に
關
',

き

搾

乳
塀
及
擢
乳
種
類
別
.

・

り

大

正
五

年

五
、莞

一
.
.

四
四
、七
聖

一『

量

和

音

(
δ
湘
一石

生
一
、莞

隼

頭

三
、
一(
四

「四
、(
〇
七

言

、茜

圏

栗

3
三
七

胃三
δ
=
屯

大

正
六
年

寒
翼
七

四
寒
七
莞

を
耳
η商

号
κ
、肉
塊
凹
石

人
口
千
に
對

馬

す

る
割

合

号
…三
(

「美

言

老
0
・全

　δ
亨

二

壱

?
誓

い窒
七
・
=

「
、五
金

顕

老

λ
四

「「三
冠三

冒=

;
=

四
、至

耳

「ミ

春

四

三

、杏

六

即
ち
我
国
の
馬
匹
は
職
前
に
於
て
約
百
六
十
萬
頭

こ

家
畜
保
隙
に
就

い
て

大

正
七
年

江
、「「春

四
二
δ
竜

一R
翼
へ

菖
雪
穴
こ
造
石

人
口
千
に
封

ず
る
割
合

ユ
ム
き

　
U㍊無上

侃

糖

.

へ
δ
費

一天
四

屠
場
及
屠
畜
種
類
別

種

類

大

正
五
年

屠

鑑

鍛

葺
ミ

成

牛

己三
へ
べ
究

損

=
茜

一天

馬
.

八
0
バ
六
二

豚

き

・置
=

緬

羊

一杢

山

羊

「0
、四
(
六

ε

云

は

ざ

る

ぺ

か

ら

す

。
.

　
ロ
モ
に
　

豚

す
る
割
台

半

里o
㌃
頭

六
・四
「二

　
蛋

胃「、九
五
　

サ

四
=

モ

棄

老
、
〇
四
(
.
四
竃

.
　
　

只

、
三

　

註

、妻

へ
灯
・三

護

〇
四

口
、六
X

一

吾

、
「九
三

「圏
、
一三
九

一

囮
六
、
二
会

第

十

三
巻
.

〔第

一
.號

・
=
二
九
)

車

地
、四
二
九
、0
力
一円

大

正
六

年

五
　三

条
六
、七
八
(

一〇
、六
突

δ
『
〇
五
(

.

唱要

ゼ
豊三五

力
δ
へ
九

三
、(
宍
、
=
肩

大

正
七
年

葦

囲

三

五
、(
充

.

δ
、言
冗

(
六
、(8

盟三
七
δ
茜竃

四

.

湘
、四
目
　「

更

に
左

に
掲
ぐ

る
歓
氷
詰
國

こ
の
比
較

に
就

い
て
之

を
見

@
ぱ
、
我
畜
産
業

は
實

に
燐
む

べ
き
状
態

に
め
り

人
口
千
に
封

人
口
千
に
封

山
羊

す
ろ
割
合

す
る
割
合

o
.。
大

δ
蛋
.

「
・染

異

学
窒

一

1

霊

.冒三

i

　五
.ヨ
　

倉

.誓

黒
、
翼

三

美

-

智「δ

〈
四

ー

コ

マ

　

ヘ

コ

　

し
て
凋
逸
.の
約
三
塗

佛
國
の
約
二

・
五
分

露

國
の

「
三
九

・)第 三+五 娘 醗 統計表噸 る
.』



一
細

線

家
畜
保
隙
に
就
い
て

.

約
十
四
分

一
弱
北
米
合
衆
国
の
約
十
六
分

「
に
過
ぎ
す

一
し
て
而
も
品
質
の
差
亦
甚
だ
し
き
も

の
あ
b
。
然
腔
共

我
国
家
畜
中
比
較
的
獲
達
せ
る
は
此
の
馬
に
し
て
是
れ

他

の
列
国
ご
稍

々
趣

き
を
異

に
す

る
所
な
り
。
牛
は
約

百
四
十
萬
頭
に
し
て
殴
露
の
二
十
三

分

一
、
北
米
合
衆

国
の
四
十
二
分

一
佛
英
の

十
四
・
五
乃
至
十
分

一
に
過

ぎ
す
。
斯
く
て
幼
見
保
健

の
資
料
`
し
て

一
日
も
映
ぐ

.

可
か
ら
ざ
る
牛
乳
は
欧
州
諸
國
に
て
は
人
口

「
人
に
就

き
季
均
約
二
五
の
産
出
あ
り
。
之
れ
或
は
輸
出
せ
ん
が

.

爲
め
な
し
ε
思
惟
す
る
人
も
有
る
可
け
れ
ご
も
輸
入
せ

、

る
凋
逸

に
於
て
す
ら
乳
牛
約
八
百
萬
頭
二
二
〇
立
郎

「

人
季
均
二
石
以
上
ピ
成
り
、
然
ら
ざ
る
他

の
國

ご
難
も.

一
石
を
下
る
事
無
し
。
而
も
我
国
は
乳
牛
僅

か
に
五
萬

頭

一
年
孕
均

一
人
に
就
て

四
合
の
産
出
め

る
に
過
ぎ

す
。
ヌ
牛
肉
は
季
均

一
人

に
就
き

一
斤
宇
、
羊
、豚
を
加

「
ふ
る
も
爾
ほ
二
斤
に
充

た
す
。
英
國
の
如
き
は
卒
均

一

.

人
に
就
き
百
〇
四
斤
以
上

に
及
び
其
他
の
國
ご
雌
も
五

…
十
斤
を
下
ら
す
。
最
も
使
用
少
量
な
る
伊
太
利
に
於
て一

.

さ
え
も
街
ほ
二
十
斤
を
降
ら
す
ε
い
ふ
。
欧
米

に
於
て

は
多
く
は
牛
数
は
馬
敷
の
三
倍
乃
至
十
倍
を
以
て
常

ε

第
十
三
巻

〔第

一號
・
一
四
〇
)

一
四
〇

す

る
に
我
国
濁
り
北
勢

に
伸

は
ざ
る
は
古
來
軍
事
上
の

必
要
上
努

め
て
其
補
充
並
に
保
護
に
關
し
て
注
意
を
怠

ら
ざ
り
し
が
爲
め
な
り
。

我
側
の
畜
産
業
は
共
起
源
古
き
に
拘
は
ら
す
、
を
の

獲
達

は
上
述
の
如
く
緩
慢
に
し
て
、
列
強
ピ
比
肩
す
る

能
は
ざ
る
妖
勢

に
在

る
こ
ご
明
か
な
る
が
、
A「
其
の
原

因
を
考
察
す
れ
ば
次
の
諸
黙
に
締
着
、す

`
思
惟
す
。

　一
自
然
的
原
因

・

こ
う侮
我
国
の
国
土
及
地
形
上
の
關
係

我
國
は
南
北
に
校
長

に

し

て

四
面
海
を
以
て
縮
ら

し
、
船
舶
舟
楫
の
便
に
依
り
て
各
地
間
の
交
通
連
絡
を

保
ち
、
動
物
の
力
を
籍
る
事
比
較
的
少
く
、
又
山
地
多
く

し
て
傾
斜
地
に
富
め
る
が
故
に
、
之
を
耕
作
す
る
に
當

り
て
も
人
な
る
家
畜
を
使
用
す
る
能
は
す
。
或
地
方
に

あ
り
て
は
地
歴
蘇
り
に
狭
小
に
し
て
家
畜
を
利
用
し
得

ざ
る
所
あ
り
。
即
ち
家
畜
使
用
の
範
園
極

め
て
乏
し
殊

に
我
國
の
近
海
は
魚
族
豊
富
な
る
を
以
て
国
民
多
く
昔

よ
り
慣
習
拗
に
魚
肉
を
食

し
て
獣
肉
を
用
ふ
る
事
を
厭

ひ
、
又
地
勢
山
岳
多
く
し
て
李
地
は
牽
ね
耕
作
地
ε
し

て
寸
土
を
鯨
さ
す
、

さ
れ
ば
家
畜
飼
養
地

こ
し
て
適
當

. "

.



マ

「
な

る
慶
大
の
殺
場
を
有
す
る
事
を
得
す
・
・

　
ラ他
我
國
気
候
上
の
關
係　

一
我
国

の
気
候
は
湿
潤
に
し
て
雨
雪
多
く
、
草
地
、
牧

一
地

ε
し
て
用

曽
可
き
夏
仔
な
る
草
魏
少
く
.
叉
温
暖
な

[

る
が
故
に
肉
食
の
習
慣
割
合
に
少

一
。

.

二
人
爲
的
原
因

ー
ー伝
票
激
上
の
關
係

我
國
は
中
古
以
來
佛
漱
の
傅
奮

共
に
肉
食
殺
生
を

一
禁
ぜ
ら
れ
、
人
皆
信
仰
の
妙
諦
を
得
ん
芝
徹
せ
ぱ
浮
身

潔
齋
筍
も
獣
肉
を
口
に
す

る
が
如
き
事
有

る
可
か
ら
す

一
ε
す

る
信
念
深
か
り
し
こ

ご

が
、
今
猶

そ

の
蝕
勢
を

保

つ
。

侮
政
治
上
の
關
係

我
國
は
古
昔
以
来
群
雄
各
地

に
割
標

し
、後
、
封
建
の

世
ご
成
る
も
各
地

の
領
主
は
勉

め
て
自
己
の
領
域
の
防

備
ご
安
全
ご
を
圖
ら

ん
が
細
め
に
、
出
来
得

る
限
り
交

通
を
不
便
に
し
、
又
国
境

に
多
く
の
障
壁
を
設
け
、
即

.

ち
道
路
は
出
來
得
る
限
り
険
悪
に
し
又
農
民
の
私
有
地

…
の
振
大
を
防
ぎ
、
そ
の
結
果
農
耕
運
搬
の
具

こ
し
て
家

難

鮭

家
畜
保
隙
に
就
い
て

畜
を
使
用
す

る
事
も
自
ら
制
限
せ
ら
れ
た
り
。

¢
肚
會
的
の
關
係
。

我
国
に
於
て
は
古
楽
殴
米
人
の
如
く
衣
服
、
器
具
等

に
獣
毛
生
産
物
を
多
く
用

み
す
。
又
農
業
上
に
於
て
も

耕
地
面
積
少
き
に
係
は
ら
す
比
較
的
人
口
の
密
度
大
な

る
が
故

に
成
る
可
一
土
地
を
集
約
的
に
用
ゐ
ざ
る
可
か
.

ら
ず
。
耕
耘
に
家
畜
を
使
用
す

る
に
適
當
ぜ
る
土
地

、

割
合

に
少
き
が
故
に
人
力
に
依
あ

て
耕
耘
し
起
る
所
亦

少
か
ら
す
。

上
述

の
如
き
諸
原
因
に
由
り
て
我
国
の
家
畜
飼
養
は

頗
る
不
振

の
現
状
に
在
り
。
而
も
家
畜
は
吾
人
の
日
常

生
活
上
、
食
料
ε
し
て
、
被
服
原
料
ε
し
て
、
將
た
運

搬
耕
耘
の
働
力
こ
し
て
極

め
・て
必
要
な
る
も

の
な
り
。

故

に
斯
業
の
獲
達
は
国
民
生
活
よ

一
日
も
忽

に
す
る
を

得
す
。
假
令
現
在
如
何
に
坂
城
す
諸
外
囲
に
劣

る
所
甚

た
し
く
ご
も
、
之

に
謝
し
て
何
等
か
適
當
な
る
方
策
を

講
じ
保
護
を
加
ふ
る
に
至
れ
ば
、
必
ず
や
日
な
ら
ず
し

て
著
る
し
き
獲
達
を
看
る
事
を
得
可
き
は
吾
人
の
信
じ

て
疑

は
ざ
る
所
な
り
。
只
、
我
畜
産
業
不
振
の
原
因
を

な

せ
る
も
の

、
中
、
自
然
は
之
を
如
何

ε
も
す

る
事
能

第
十
三
巻

(
第

一
號

一
四

ご

[
四

「

十

,



「
.

雑

録

家
畜
保
険
に
就

い
て

コ

一
ぼ
す
。
吾
人
は
人
魚
を
以
て
之
が
缺
陥
を
補
ひ
助
成
の

夢

馨

ざ
・
可
か
ら
す
・
び

ク
ル
吉
。
は
す
や

「
天

　然
に
勝

つ
事
足
れ
交
明
な
り
」
く

天
然
を
役
し
て
我

　舘
騰
鮒
鴬
鑓
瓢
甥
燃
賠
新線

く
し
て
其

の
方
策

を
講

越
ん

ε
欲
す

。
而
し

て
五
口人

は
、

譲

が
畜
産
界
の
霧

を
救
ひ
漿

の
震

を
齎
ら
す
べ

一
き
方
策
の

「
ε
し
て
、
家
畜
保
瞼
制
度
を
以
て
最
も
有

～効
灘

嚢

…
ー

ー

ー
ー

騨
昌
ぎ

ρ
醒
×

O
。
ヨ
Φ
巴

碧

G
・。
-
U
8

<
げ
7

<
o
「ω
一。
器

「
雪

⑳
)
は

=

に

軟

膏

保

険

こ
も

構

せ

ら

れ

、

家

畜

に

關

し

て

生

す

丁
。
財
産
上
の
馨

を
籍

す
る
目
的
を
以
て
家
畜
所
有

喜

が
被
保
讐

蓬

り
て
保
馨

三

定
の
保
険
料
を

麦

撹
ひ
、
保
険
者
は

保
険
の
目
的
物
た
る
家
畜
が
疾

」
病
父
は
奇
災
の
爲
め
に
斃
死
し
、
又
は
自
衛
井
ぴ
に
公

…
共
の
必
要
上
挑
殺
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
、
之
に
よ
り
て

被
保
険
者
に
生
じ
た
る
財
産
上
の
損
害
を
墳
補
せ
ん
が

一
篇

め
に
保
険
金

の
支
彿
を
な
す
保
険
な
り
。
故

に
家
畜

一
保
険
は
損
害
保
険
の

覆

に
属
す
。
而
し
て
庇
保
瞼

の

第
十
三
巻

(第
一號

一
四
二
)

一
四
二

.

保
険
者
ご
し
て
は
個
人
め
b
、
會
肚
叉
は
郡
村
寺
の
組

合
み
め
、
又
時
ξ
し
て
は
国
家
た
る
こ
ご
も
あ
る
も
の

な
り
。,
凡
そ
家
畜
を
飼
養
せ
る
者
は
往

々
天
災
地
攣
等
の
自

然
的
災
害
又
は
内
謝
、
外
寇
、
盗
難
等
の
人
馬
的
災
害
に

因
り
將
た
傅
染
病
其
他
諸
種

の
疾
病
傷
痍
等

に
因
り
其

飼
畜
或
は
斃
死
し
或
は
之
が
矯
め
に
撲
殺
屠
殺

の
已
む

無
き
に
至
b
、
密
室
は
之
が
爲
め
に

一
時

に
資
産

の
全

部
叉
は
大
部
を
失
ふ
の
危
険

に
遭
遇
す

る
専
決
し
て
少

か
ら
ず
。
加
之
家
畜

の
債
値
は
老
衰
、
疾
病
叉
は
瘡
優
等

に
因
か
次
第
に
減
耗
す
る
も
の
な
れ
ば
、
假
令
斃
死
撲

殺
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
も
街
ほ
其
の
所
有
者
は
常
に
多

少
の
損
害
を
児
か
れ
す
。
而
し
て
家
畜
保
険

に
於
け
る

普
通
保
険
約
款

に
あ
り
て
は
保
、険
者
は
、
天
然
力
及
ぴ

事
憂
以
外
の
原
因
に
よ
る
損
害
の
幾
分
を
填
補
す

る
責

に
任
す

る
も
の
に
し
て
、
特
約
あ
る
場
合
に
於
て
は
天

然
力
に
因
る
損
害
ご
難
も
填
補
す

る
も
の
な
り
。
故
に

家
畜
保
険
の
組
織
成
立
し
た
る
邦
国
叉

は

地
方

に

於

て
は
、
畜
産
家
.は
其
堵

に
安
ん
じ
て
自
己
の
業
務

に
従

事
し
得

る
の
み
な
ら
す
、
更
に
種
畜

の
改
頁
繁
殖
に
互
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、ざ

震
を
投
仁
.蓮
大
恥
る
計
書
を
遂
行
し
得
る
こ
蚕

な

一
な
b
。
さ
れ
ば
保
険
制
度
の
組
織
無
き
地
方
に
比
す
れ

一
ぱ
事
業
の
安
否
實

に
腎
壌
の
差
あ
り
`
謂
ふ
可
し
。
殊

.

に
細
民
小
農

に
し
て
家
畜
飼
育
を
な
す
も

の
は
之
に
依

一り
て
能
く
家
資
分
散

の
危
険
を
冤
が
る
を
得

べ
し
。
蓋

し
細
民
小
農
の
所
有
す

る
家
畜
は
殆

ん
ご
其
の
資
産
の

主
要
部
を
講
成
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
故
に
家
畜
保

険

の
貴
行
は
肚
會
政
策
上
よ
り
見
る
も
又
国
民
経
済
上

よ
り
見
る
も
甚
だ
憶
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
ε
謂

嚢
織
難
繕
灘
繍
編～

幡
斜
礎
磁
襲
游
観
論
難
槻
韓
.

一
の
衣
食
の
資
源

こ
し
て
必
須
な
る
の
み
な
ら
す
、
交
通

「運
輸
の
機
關
ご
し
て

一
日
も
鉄
ぐ
可
か
ら
す
、
果
圃
民
.

一
保
縫
上
に
於
て
は
最
も
重
要
な
る
地
位
を
古
む
る
ピ
の

『

・
こ
ご
齧

る
に
及
び
、
藩

弄

ぴ
に
畢

上
の

見

地
青

春
國
は
競
う
て
牧
畜
業
の
獲
達
を
策
し
』

雑

録

ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ

ム
分
解
の
傾
向

.

旦
緩
急
あ
る
場
合
に
慮
ぜ
ん
手

ひ
に
至
り
.
峯

田
保

険
は
盆
々
重
要
視
せ
ら

る
Σ
こ
ε
》
な
れ
り
。
而
も
我

國
未
だ
其

の
制
無
く
、
只
徒
ら
に
畜
産
業
の
萎
微
不
振

を
卿

つ
者
の
み
多

し
。
黙
り

一
圃
産
業
の
不
振
を
憂
ふ

る
は
可
な
り
、
而
も
之
に
封
ず

る
何
等
の
方
策
を
施
さ

す
し
て
徒
ら
に
憂
ふ
る
は
吾
人
の
與

み
せ
ざ
る
所
。
故

に
吾
人
は
藪
に
家
畜
保
険
の
起
源
及
び
獲
達
を
客
述

し

て
柳

か
識
者
の
参
考
に
資

せ
ん
ピ
欲
す
。

一

・ ノ
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